
１ 研究背景と目的

本研究は、人口減少、過疎化の影響を大きく受ける中山間地域における

環境政策の推進において、行政と住民、ふたつの「あいだ」を繋ぐ中間的

グループが果たした成果と課題を明らかに関するものである。

２ ゼロ・ウェイスト（ZW）推進員

ZW推進委員は、廃棄物処理に関する住民からの相談や施策の普及活

動などの役割を上勝町役場から任命された7名の住民で構成される（調査

時2022年10月時点）。限定的な任務の委託先として作られたが、2020年の

ZW宣言の見直し時になどは、ZW政策を積極的に推進する行政や民間セ

クターと、政策への関心が低い地域住民との「あいだ」の担い手としての役

割を果たした。

３ 研究結果

７人の構成員のZW活動に対する専門性や

視座の違いが、「あいだ」の担い手として効果的

に機能したこと要因であることが明らかとなった。
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